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EvaIuationofSatisfactionwith  

assistiveTechnoIogy）Ver．2  

◆満足度を測るスケール  

◆用具因子とサービス因子  

◆12項目  

◆5点法（1～5）  

◆自記式  

一一冊■二l■－■■‘■  

◆英語の他3カ国語の翻訳版  

を基にした  
日本語版スケールの開発  

貴簡由向春  

◆質問1  
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各項目の満足度の点数化（5段階）  
1．まったく満足していない2．あまり満足していない  
3．やや満足している 4．満足している 5．とても満元  

◆質問2  

質問1の12項目の中から、福祉用具利用者が   
ずる上で最も重要だと考える項目を3つ選択す  

◆質問3   

福祉用具と関連するサ⊥ビスに対する全体附   
点数化（5段階）   

1．まったく満足していない 2．あまり満足してい   
3．やや満足している4．満足している5．とても  
※妥当性の検証用の質問   



スケールの標準化   触線審の1性 

◆対象用具：幸いす（手動，電動），入浴関連  
用具，排泄関連用具，義足，  
吃音軽減用具  

◆データ収集＝対面調査  

◆信頼性の検証：1週間をおいた再テスト   
（ピアソン相関係数） 
内部一千性（クロン／くックα係数）  

◆妥当性の検証‥用具の全体的な満足度（質問3）と   
qUEF「得点（質問1）の相関  

※本調査は国立身体障害者リハビリテーションセンター倫理委良会の承認を得て行った   

鵬◆妾学位細ら 






